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太陽生命保険株式会社（代表取締役社長：田村泰朗）の子会社である株式会社太陽生命少子高齢社会研

究所（代表取締役社長： 安田誠利 以下「研究所」）は、東日本旅客鉄道株式会社（代表取締役社長：喜

㔟陽一 以下「ＪＲ東日本」）と、ＪＲ東日本が開発した労働者のコンディション可視化・労災対策を支援

する業務支援サービス「マモログ」を活用した共同実証（以下「本実証」）を開始しましたので、お知らせ

いたします。 

近年、気候変動の影響により夏季の高温化が進み、屋外活動に伴う健康リスクが高まっており、企業に

おいては従業員の健康と生命を守るための適切な管理と対策が不可欠です。さらに 2025年６月からは、職

場における熱中症対策の強化が義務化され、企業にはリスクの把握や適切な措置の実施など、これまで以

上に実効性のある安全管理態勢の構築が求められています。 

 本実証では、夏場に営業活動を行う太陽生命の営業職員を対象に、「マモログ」を用いて営業職員のコ

ンディションを可視化し、健康維持・増進や適切な労務管理への活用の可能性について検証を行うととも

に、「マモログ」の操作性や機能性ならびに精度の向上に向けた検証を行います。 

 

 

■実証の概要                                 ■「マモログ」とは 

・目的：労災リスクの低減およびアプリの検証                               

・対象者：太陽生命営業職員（一部支社） 

・実施時期：2026年 7月 21日から９月 30日 

・実施内容 

  1.出社時・帰社時のコンディション測定 

   日中および日々の変化を可視化し、自己認識を促進 

  2.労災リスクの低減 

   コンディションをもとに、注意喚起や行動改善につなげる 

  ３.アプリの検証 

   操作性・機能性・測定精度に関するフィードバックを収集し、 

   改良につなげる 

 

当社および研究所は、これからも従業員が長く元気に働ける環境を構築し、社会に貢献できるよう努め

てまいります。 

 以  上 

太陽生命少子高齢社会研究所、ＪＲ東日本と共同実証を開始 

～アプリを活用した暑熱環境下での労災対策の強化～ 

太陽生命保険株式会社 広報部 

株式会社太陽生命少子高齢社会研究所 

TEL：03-3272-6072 

者：第一子妊娠中／育児

期早期の両親・カップル  

■実施内容：家族形成期にある両親・カップルを対象にしたグループ学習プログラム。 

・家事、子育て、キャリア、お金、美容、健康、住まい等のテーマを設け、複数回シリーズで実施。 

・トピックに合わせたトーク／エクササイズ／講話／ディスカッション 

■プログラム目的 

・育児をするにあたり自分と家族の困りごとについて考える「機会」と「情報」を提供する。 

・学んだことをもとに、今後のパートナーシップについて考える「機会」を提供する。 

・参加者が、今までよりも「何とかやっていけそうだ」と思うこと 

⇒セルフ・コンパッション（辛い時に自分自身に向けるやさしい気持ち）を高める。 

・家族全体をマネジメントすることで子育て期を長く見据え、家族全体の QOL（生活の質）を向上させる。  

JR 東日本提供 


